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山河に学ぶ 

ありがとうございました ～2学期終了～ 
本日無事に２学期を終えることができました。まだまだ暑い日が続く中でスタートした２学期。

運動会を始め、様々な行事や学習活動が行われてきました。３年あまりのコロナ禍を乗り越え、今

年は全て予定通りに行うことができました。何よりうれしかったことはその一つ一つにおいて子

どもたちが今ある力を最大限に発揮してくれたことです。子どもたちのがんばりに感謝です。 

そして多くの場面で保護者の皆様、地域の皆様にたくさんのご支援をいただきました。本当にあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年一年間 大変お世話になりました。 

そして 来年もよろしくお願いいたします。 

よいお年をお迎えください。 
 

 

 

 

 

【二学期終業式 校長講話より（一部）】 

11月の校長講話で「ひとつのことば」の詩をみなさんから募集しました。たくさんの人たちが、

たくさんの詩をポストに入れてくれました。みなさんのお陰で「ひとつのことば 千代小版」が

できました。本当にありがとうございました。 

お昼の放送で紹介して黒板に貼ったので見てくれた人も多くいると思います。 

先生はこの詩を読むと、みなさんが作ってくれたこの一行一行にどんなことがあったのかなとか、

どんな言葉をかけられたのかなって考えたくなります。 

 それともう一つ思うことは、ことばの力はすごいなってことです。一つのことばで、元気にな

るんです。一つの言葉でうれしくなるんです。そして一つの言葉で勇気が湧いてくるんです。 

 先生も自分の言葉を使うときに、相手が元気になれる言葉、前に進もうとやる気がでる言葉を

意識して使っていこうと思います。 

 さて 1年の中で一番長い２学期が今日で終わります。登校日は 83日間ありました。 

この 2 学期にはたくさんの行事や授業、そしてクラスでの活動がありましたね。先ほどの 1 年生

と 6年生の発表では、2学期にがんばったことや学習したことをしっかりと発表してくれました。 

1 年生はいろいろなところへ行ったんですね。そしてその一つ一つの場所でそこのいいところ

を発見したり、そこで働いている人の気持ちを感じたりして素晴らしい学習ができましたね。 

6年生は、総合の学習の時間でりんごの学習を行ってきましたね。農家の方を訪ねたり、りんご

の調理をしたりして自分の身体を通して分かった貴重な内容を発表してくれました。 

では先生からも 2学期のふり返りをいくつかの写真で紹介しますね。 

これはいつの写真かな。運動会のときのダンスの写真です。真剣な表情ですよね。がんばって

いる様子が伝わってくる写真です。では始めに話したひとつのことばを思い出してください。み

なさんはこの写真の友だちに向かってどんな言葉をかけますか。 

では次はどんな写真かな。自分ならどんな言葉をかけるかなって考えながら見てください。 

 見てもらったのは、長い 2 学期の中のほんのわずかな場面でしかありません。みなさん一人一

人の中にはこの何十倍も何百倍も 2学期のがんばりがあると思います。そんながんばった自分に、

がんばっていた友だちに「よく頑張ったね」「最高だったよ」って一つの言葉をかけてあげてくだ

さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎おしらせ◎ 
１ 保護者懇談会、学校評価アンケートについて、ご協力ありがとうございました。 

  ６日（水）から８日（金）まで保護者懇談会を行いました。保護者の皆様には年末のお忙しい中で

したが、お越しいただきありがとうございました。短い時間でしたが、担任との懇談は充実したもの

になったでしょうか。保護者懇談会や学校評価アンケートでいただいたご意見等はこれからの学校運

営や学級経営に生かしていきます。今後とも心配なことや気にかかることなど、どんなことでも構い

ませんので、ご相談ください。学校評価アンケートの結果は後日お配りいたします。 

 伺ったご意見の中で以下について保護者の皆様や地域の皆様と共有させていただきます。 

◎通常日の授業参観も可能です。 

「兄弟がいるので十分な時間、授業を参観することができない」「勤めの都合で授業参観に行け

ない日がある」「色々な教科を見たい」といったご意見をいただきました。授業参観について千

代小では授業参観日を設けていますが、参観日以外の日でもご希望があれば参観していただくこ

とができます。希望がある場合は事前に学校までお知らせいただき、参観にお越しください。 

 

２ 開校１５０周年に思いを寄せて 
  令和７年度は、千代小学校の開校１５０周年に当たる年になります。このことについて１０月の校

長講話で子どもたちに伝え、「１５０歳のお祝いをみんなで行いましょう」と話しました。そして子

どもたちがやりたいことを募集している最中です。 

地区でも千代まちづくり委員会を始め地域の方や、千代・千栄小学校の関係者で１５０周年事業の

組織作り等の検討を始めています。１５０年の歴史に思いを寄せ、子どもたち、保護者の皆様、地域

の皆様そして両校を卒業された皆様とともに心に残るものにしたいと思います。 

11月のなかよし月間の校長講話で「ひとつのことば」という詩を子どもたちに紹介しました。そして

その詩の一節にある「ひとつのことばで～（した、になる）」を子どもたちから募集しました。子ども

たちからは３０もの１行詩が集まりました。中には７つも書いてくれた子どもがいて、本当にうれしく

思いました。集まった１行詩を「ひとつのことば ～千代小版～」として一つの詩にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

いかがでしょう。子どもたちの一つ一つの詩を読みながらどんなことばをかけられたのかな、どんな

場面だったのかなと思わず想像してしまうものばかりです。私たちは日々、言葉を介して相手とやり取

りをし、互いの関係も作っていきます。子どもたちの詩にあるように、たった一つの言葉で人の気持ち

は変わり、相手との関係も変化します。そして時にはかけられた言葉によってうれしくなったり、勇気

づけられたりして前に進めるということもあります。 

言葉を大切に使うということは、相手を大切にするということなのかもしれませんね。 

「ひとつのことば」 ～なかよし月間より 


